














The purpose of this paper is to develop teaching materials that enable us to take into consideration the situations of 
the people Left-behind in Sakhalin and Returnees from Sakhalin with a focus on International Education. The study 
of Human migration should focus on not only “people who have moved” , but also on “people who could not move, 
can not move and do not move”. Japanese and Korean inhabitants in Sakhalin are one of the examples. Some of them 
have already returned to their country, but some still remain. The contents of their experiences are important to the 
examination of the concept of human migration. The study of the Japanese and Koreans left behind in Sakhalin in 
the post-war era should be positioned as one of the key concepts in the study of human migration. These studies have 
value for International Education due to the fact they are not based on country, but on the mixing of ethnic groups, in 
addition, their families are spread across North-East Asia. By adding the concepts of indigenous people in Sakhalin to 
the studies, it provides the opportunity to refl ect the effect in the postcolonial period.
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サハリン残留・帰国者学習の教材開発
─国際理解教育の観点から─
Development of Teaching Materials about the Studies of Left behind and Returnees from Sakhalin: 




























































































































































1946年 12月から 1949年 7月にかけ，サハリンから日本人が引揚げると，入れ替わるようにソ連人が移
住してきた。その中には 1930年代に極東地域から中央アジアへと強制移をさせられた高麗人も含まれる。


























































































































































































































































































































































































































































































































































リズムの交錯点』勉誠出版 pp.236－ 241，④田村（2008），前掲書，pp.494－ 495
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７．本研究の意義と課題
本研究では，国際理解教育研究の成果，就中『日韓中でつくる国際理解教育』の研究成果を手掛かりに，
国境を越えたサハリン残留・帰国者への理解を促す教材開発を行った。本研究の第一の意義は，「人の移動」
学習の中に残留をキーコンセプトとする学習内容と先住民の内容を位置づけ，大単元「人の移動」内容の再
構成を図ったことである。これにより，新しい「人の移動」学習の在り方を提言でき，「人権，公正／正義，
多様性，共生」の諸価値について考えを深めることが期待される。第二の意義は，教科学習等において，サ
ハリン残留者及び帰国者を学習内容とする実践研究がない中，単元開発を通して，サハリン残留・帰国者学
習の在り方を具体的に示した点である。単元「サハリン残留の体験と帰国後の暮らし」では，日本と朝鮮半
島にルーツをもつ残留者とその家族の事例を取り上げたが，残留者の置かれた環境や暮らし，残留者の子ど
も・孫である帰国者二・三世の暮らしや考え方を照らし出すことで，日韓の帰国者が共通に抱える問題等を
考えることができよう。また，単元「サハリン先住民の引揚げと残留」では，サハリン先住民の事例を取り
上げたが，先住民の過去と現在の状況を照らし出すことで，戦後も続く植民地主義の影響を考えることがで
きよう。
なお，本研究の課題は，残留者をキーコンセプトとしながらも，今尚残留を選択した人々の教材開発にま
で及ばず，開発単元の中に位置づけることができなかった点である。また，開発した単元の有効性を確かめ
るべく実践的検証を経ることが今後の課題である。
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註
１） 本論では，島全体とロシア（ソ連）領を指す場合はサハリンを，1905年から 45年までの日本領を指す
場合を樺太をそれぞれ用いることを基本とする。
２） ここでいうサハリン残留韓人とは，いわゆる「サハリン残留韓国・朝鮮人」のことであり，日本統治時
代から樺太に居住していた朝鮮人のことであるが，中山大将（2013）に倣い，戦後に移住してくるソ連
系の朝鮮人と区別するために「韓人」と呼称する。
３） 例えば第 5章の単元開発で取り上げる，戸倉冨美さんや伊藤實さんの例など。
４） サハリン残留日本人及びサハリン残留韓人については中山大将（2013），サハリン先住民については田
村（2008）と田村（2013）に基づいて記述する。
５） 2016年 8月時点のデータは北海道中国帰国者支援・交流センター発行のパンフレット「中国帰国者，
樺太等帰国者をご存知ですか」に基づく。
引用・参考文献
蘭信三（2008）“課題としての中国残留日本人”，蘭信三編『中国残留日本人という経験─「満洲」と日本を
問い続けて─』勉誠出版，pp.49－ 50
大津和子編（2014）『日韓中でつくる国際理解教育　日本国際理解教育学会・ユネスコアジア太平洋文化セ
ンター（ACCU）共同企画』明石書店
厚生省援護局編（1977）『引揚げと援護三十年の歩み』厚生省，p.107
共栄大学研究論集　第 17号（2018）
─ 84─
田村将人（2008）“樺太アイヌの〈引揚〉”蘭信三編著『日本帝国をめぐる人口移動の国際社会学』不二出版
田村将人（2013）“サハリン先住民族ウイルタおよびニブフの戦後・冷戦期の去就─樺太から日本への〈引揚げ〉
とソビエト連邦での〈残留〉，そして〈帰国〉”蘭信三編『帝国以後の人の移動　ポストコロニアリズム
とグローバリズムの交錯点』勉誠出版
崔吉城（2007）『樺太朝鮮人の悲劇─サハリン朝鮮人の現在』第一書房
中山大将（2013）“サハリン残留日本人─樺太・サハリンからみる東アジアの国民帝国と国民国家そして家
族─”
蘭信三『帝国以後の人の移動　ポストコロニアリズムとグローバリズムの交錯点』勉誠出版
中山京子（2012）“社会科における多文化教育の再構築─ポストコロニアルの視点から先住民学習を考える─”
日本社会科教育学会『社会科教育研究』第 116号，p.42
中山京子（2014）“3.3　移民をテーマとした単元開発と授業実践”大津和子編（2014），前掲書
玄武岩・パイチャゼ　スべトラナ編（2016）『サハリン残留　日韓ロ百年にわたる家族の物語』高文研
森茂岳雄・中山京子（2014）“3.0大単元『人の移動』の概要”大津和子編（2014），前掲書
